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獅
子
座
流
星
群

　
　
の
観
測

　
　
京
都
大
學
長
芋
毫
古
川
龍
城

晴
夜
天
塞
を
仰
望
す
る
際
時
々
出
現

す
る
流
星
な
る
現
象
は
一
見
個
ル
の
物

に
何
等
傍
目
無
き
如
く
な
れ
こ
も
、
其

…
等
の
若
干
．
の
尾
「
を
延
長
す
る
時
は
略
二

鮎
に
集
中
す
る
傾
向
あ
り
て
、
其
の
黙

は
大
凡
そ
天
球
上
に
一
定
す
る
者
で
之

れ
を
輻
射
鮎
ε
稽
す
る
。
其
の
輻
射
瓢

の
生
す
る
理
由
は
恰
も
吾
人
が
並
行
せ

る
市
街
の
爾
側
を
透
見
す
る
際
、
其
の

爾
端
漸
次
接
近
せ
る
を
見
る
・
如
く
で
、

太
陽
の
周
園
を
運
行
せ
る
流
星
の
大
田

團
は
各
並
行
せ
る
者
な
れ
ば
並
等
が
地

球
上
に
墜
下
す
る
に
當
り
宛
も
一
周
よ

り
登
射
せ
る
が
如
一
見
ね
る
は
理
の
當

然
で
あ
る
。
其
の
輻
射
鮎
の
存
在
せ
る

星
座
に
因
み
、
獅
子
座
流
星
群
叉
は
琴

座
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
、
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

座
、
水
瓶
座
等
の
各
流
星
群
が
あ
り
、

上
等
は
恐
ら
く
は
彗
星
膿
の
崩
壊
し
て

生
せ
る
者
の
如
く
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流

星
群
は
タ
ッ
ト
ル
彗
星
ε
、
獅
子
座
の

は
テ
ン
ペ
ル
彗
星
ε
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

座
の
は
ピ
ー
ラ
彗
星
ご
各
軌
道
を
．
一
に

せ
る
は
注
目
す
へ
き
現
象
で
あ
る
。
今

論
ず
る
者
は
獅
子
座
流
星
群
で
毎
．
年
十

一
月
十
五
、
十
六
、
十
七
の
凡
そ
三
日

間
に
出
現
す
る
物
で
、
叉
三
十
三
年
目

毎
に
は
殊
に
膠
だ
し
く
雨
の
如
く
降
る

が
、
最
近
に
は
大
正
二
十
一
年
の
を
待

辱
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
庭
で
考
ふ

べ
き
は
地
球
が
一
定
の
時
日
に
流
星
雨

に
出
會
す
る
事
は
全
軌
道
に
略
一
樺
に

散
在
せ
る
流
星
の
軌
道
に
遭
遇
す
る
事

を
意
味
し
、
叉
三
十
三
年
毎
に
大
流
星

雨
に
遇
署
す
る
は
流
星
の
軌
道
に
殊
に

凝
集
せ
る
部
分
が
あ
っ
て
、
時
に
地
球

が
其
の
部
分
に
衝
突
す
る
事
が
解
る
。

余
の
天
文
好
践
纏
路
に
就
い
て

　
　
　
岡
山
支
部
員
水
野
千
里

去
十
一
月
二
十
一
1
1
か
ら
二
＋
三
日
迄
三
日
間
、
岡

山
で
函
丈
同
好
曾
の
地
方
に
於
け
る
第
一
回
の
プ
ロ

パ
が
ソ
ダ
が
あ
っ
れ
。
わ
ざ
く
山
本
理
學
士
は
御

出
で
下
さ
っ
て
公
開
講
演
會
三
回
共
の
他
二
回
都
合

五
回
耶
易
に
熱
烈
に
か
つ
誠
意
か
以
っ
て
難
解
の
天

一
學
の
知
識
な
解
し
易
く
、
岡
山
馳
方
人
に
御
與
へ

下
さ
つ
索
事
な
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
先
生
人
格
の

崇
高
な
ろ
は
日
一
日
接
す
る
毎
に
感
ぜ
ら
れ
、
深
遠

な
る
學
理
潜
も
亭
易
に
嬉
々
亡
し
て
説
か
れ
倦
む
な

く
、
相
手
に
因
っ
て
次
第
に
そ
の
程
度
か
高
め
ら
れ
、

到
ろ
所
多
撒
の
聴
講
者
あ
り
て
斡
旋
し
ま
し
れ
私
は

非
常
に
潤
れ
し
く
て
誇
れ
し
く
て
な
り
ま
也
ん
で
し

れ
。
そ
の
際
先
生
は
余
に
攣
光
星
の
研
究
か
奨
め
ら

れ
術
ほ
星
座
の
略
解
、
天
丈
好
ぜ
な
り
む
経
路
に
就

い
て
「
天
界
し
に
出
・
し
て
は
如
何
に
ミ
の
御
言
葉
が
あ

り
ま
し
れ
の
で
つ
ま
ら
ぬ
繰
言
で
あ
り
ま
す
け
れ
ざ

も
徒
然
の
折
に
御
一
譲
下
さ
れ
ば
光
榮
ε
す
ろ
ε
、
”

ろ
で
あ
り
ま
す
。

明
治
三
＋
二
年
三
月
岡
山
中
學
校
た
卒
業
し
ま
し
て

士
官
候
補
生
に
探
用
ぜ
ら
れ
、
京
都
府
下
福
知
山
歩

兵
第
二
十
聯
隊
に
七
人
中
の
首
席
抽
以
て
入
隊
し
將
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拐
て
流
星
を
精
密
に
槻
弓
す
る
は
左
迄

困
難
な
事
で
は
無
、
く
、
時
計
、
星
圓
、

鉛
筆
、
．
ノ
ー
ト
さ
へ
あ
れ
ば
十
分
で
、

先
づ
其
の
一
つ
得
々
の
出
現
の
時
刻
、

緩
綾
時
間
、
長
さ
、
出
現
、
清
失
の
高

瀬
、
等
級
、
色
彩
、
普
響
（
あ
れ
ば
）
、

形
朕
等
を
迅
速
に
観
察
記
録
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
其
の
長
さ
方
向
等
は
直
ち
に

動
乱
に
記
入
し
、
他
は
ノ
τ
ト
に
書
け

ば
よ
い
。
熟
練
す
れ
ば
さ
し
て
困
難
で

も
無
い
が
、
時
間
を
多
く
費
さ
ね
ば
な
、

ら
な
い
の
は
梢
苦
痛
博
す
る
所
で
あ

る
。
自
分
は
大
正
九
年
十
一
月
獅
子
座

の
流
星
群
を
十
五
日
午
前
三
時
十
五
分

か
ら
五
時
十
五
分
ま
で
丁
度
二
時
間
槻

然
し
て
十
七
個
を
捕
へ
π
が
、
其
の
中
、

表
の
二
、
四
、
一
四
、
一
六
は
本
流
星

群
に
適
す
る
者
で
は
無
い
。
又
輻
射
瓢

は
獅
子
星
座
の
ガ
ン
マ
星
ご
エ
プ
シ
廿

ソ
星
ε
の
中
間
に
在
る
。

大
正
九
卑
十
一
月
十
五
日
朝
　
　
流
星
観
測
報
告
　
　
（
古
川
）

番號出現時刻光，‘＃

1　　　2日吉…34分　　 4等

2　2　38　5

3　2　42　4

4　2　r．O　2

路程時間

6度03秒

4　03

7　04
］8　O．6

來
將
校
了
ろ
．
へ
｝
・
第
一
階
一
段
加
軌
百
二
尾
よ
く
パ
ソ
ス
致
・

し
ま
．
し
れ
が
好
事
魔
多
く
其
の
目
的
な
漣
す
る
こ
ミ

な
得
す
し
て
一
下
士
ミ
な
り
在
郷
の
人
ミ
な
り
ま
し

た
。
す
る
建
忽
ち
パ
ン
の
間
顕
が
起
q
前
年
父
は
逝

い
て
麟
ら
す
五
人
の
弟
か
始
末
ず
る
責
任
は
小
生
の

双
肩
に
あ
り
ま
す
の
で
、
優
良
何
か
以
て
身
か
立
つ

ぺ
身
・
か
ご
考
へ
中
墨
刀
時
代
比
較
的
漸
灰
締
の
好
か
つ

赤
、
地
理
科
の
研
究
に
舅
か
委
皿
ん
も
の
ε
決
心
し

早
速
勉
強
に
取
り
か
b
り
丈
比
省
の
中
等
敢
員
検
定

試
瞼
な
出
願
・
し
ま
し
れ
け
れ
ご
三
々
容
易
に
は
合
格

出
來
ま
ぜ
ん
。
そ
の
中
に
厨
露
の
風
雲
急
に
な
り
遂

に
旗
鼓
の
問
に
見
ゆ
う
こ
ご
》
な
り
，
明
治
三
十
七

年
六
月
充
員
の
噛
め
召
集
ぜ
ら
れ
第
＋
師
團
の
後
備

聯
隊
に
編
入
ぜ
ら
れ
七
月
満
洲
に
上
陸
し
折
木
城
ミ

遼
陽
ピ
の
攻
撃
に
滲
加
し
弾
丸
乱
川
の
許
に
命
な
全

う
し
九
月
第
四
軍
司
令
都
附
奄
拝
命
沙
河
奉
天
の
．
粥

三
三
に
滲
與
、
明
治
三
＋
九
年
｝
月
東
京
に
凱
旋
し

ま
し
六
。
そ
れ
か
ら
地
理
科
研
究
中
最
も
困
難
存
感

じ
れ
の
は
三
物
、
岩
石
に
關
す
ろ
こ
ピ
」
、
天
界
に

關
す
ろ
・
℃
ぐ
」
で
あ
妙
ユ
よ
し
れ
一
か
吃
山
辛
び
菅
国
地
に
し
μ
六

高
敏
授
た
圭
幹
ご
ぜ
る
博
物
學
會
ガ
あ
る
の
で
、
、
れ

に
入
會
致
こ
ま
・
し
て
、
地
理
科
に
必
要
あ
る
鑛
物
、

岩
石
に
就
い
て
は
物
か
得
ろ
ぐ
」
、
層
う
が
出
來
れ
、
隔
ミ

な
深
く
同
會
に
感
謝
致
し
ま
ず
。
一
方
天
友
に
關
ず
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獅子座群の流星
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ろ
方
に
良
師
腺
く
難
解
々
々
一
さ
れ
ご
肉
眼
に
て
見

る
こ
こ
ろ
の
天
界
の
美
凱
捨
つ
べ
か
ら
ざ
う
も
の
が

あ
り
ま
す
、
教
訓
の
意
な
含
む
こ
ご
多
大
な
る
宇
宙

研
究
を
止
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
明
治
四
十
年

星
座
早
見
出
版
ぜ
ら
れ
、
後
新
撰
恒
星
圏
世
に
出
で

ま
し
六
の
で
、
研
究
上
に
多
大
の
傾
宜
が
あ
り
ま
し

れ
。
明
治
四
十
ミ
年
ハ
ソ
L
彗
星
愚
現
の
際
に
日
本

天
丈
學
會
に
入
會
し
て
天
馬
月
報
如
第
一
號
よ
り
購

入
し
、
中
富
時
代
よ
u
天
交
墨
に
關
す
ろ
邦
丈
書
た

蒐
集
し
締
譲
す
る
内
に
次
第
に
趣
昧
な
並
じ
籏
行
好

の
小
生
は
東
北
地
方
よ
リ
九
州
地
方
は
鹿
児
島
、
四

國
山
陰
方
面
も
足
跡
々
印
ぜ
し
め
て
、
そ
の
問
夜
間

に
は
常
に
星
な
友
ζ
し
利
盆
な
得
六
こ
ご
は
簿
少
な

ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
筆
す
べ
音
は
、
大
正

五
轄
一
刀
三
日
夕
刻
水
澤
に
て
木
村
博
士
の
温
容
に

接
し
れ
こ
亡
で
今
に
髪
髭
で
」
し
て
顔
前
に
先
生
の
御

姿
が
現
は
れ
ま
す
。
そ
の
時
山
本
先
巫
は
水
澤
臨
時
、

緯
度
糊
測
所
研
究
室
に
い
ら
っ
し
や
つ
れ
こ
ミ
な
今

回
承
”
奇
遇
な
感
じ
れ
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
九
刀
天
交
同
好
會
創
立
の
御
計
欝
な
薪
聞
紙
上

に
て
見
ま
す
ε
早
速
同
會
規
則
書
か
取
寄
ぜ
入
會
致

し
ま
し
れ
ら
獲
會
式
に
御
案
内
な
辱
う
し
恐
縮
の
至

煽
で
あ
り
ま
し
れ
。
そ
れ
か
ら
盆
々
天
界
に
親
み
、

下
下
修
養
に
．
は
常
に
晴
夜
仰
い
で
星
辰
界
の
壮
嚴
に


